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報
告

一

武
人
・
武
官
と
文
学

小
松

謙

宋
代
以
降
、
一
般
に
文
を
書
く
の
は
知
識
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
科
挙
官
僚
、

も
し
く
は
そ
れ
を
目
指
す
人
々
で
あ
っ
た
。
当
然
歴
史
書
な
ど
の
記
録
は
文
官

の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
文
武
百
官
」
と
い
う
よ
う
に
、
政
府
を
構
成
す
る
の
は
文
官
だ

け
で
は
な
く
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
武
官
が
存
在
し
た
。
同
一
の
事
実
で
も
、

彼
ら
の
立
場
か
ら
は
全
く
異
な
る
も
の
と
し
て
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

一
、
明
の
武
宗
正
德
帝
に
対
す
る
評
価

明
の
第
十
一
代
皇
帝
で
あ
る
武
宗
正
德
帝
（
在
位
一
五
〇
五
～
一
五
二
一
）

は
、
皇
帝
で
あ
り
な
が
ら
戦
争
マ
ニ
ア
と
し
て
自
身
を
将
軍
に
任
命
す
る
な
ど
、

奇
異
な
皇
帝
の
多
い
暗
君
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
『
明
史
』
巻

十
六
「
武
宗
紀
」
の
論
贊
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

明
自
正
統
以
來
、
國
勢
寖
弱
。
毅
皇
手
除
逆
瑾
、
躬
禦
邊
寇
、
奮
然
欲

以
武
功
自
雄
。
然
耽
樂
嬉
遊
、
暱
近
羣
小
、
至
自
署
官
號
、
冠
履
之
分
蕩

然
矣
。
猶
幸
用
人
之
柄
躬
自
操
持
、
而
秉
鈞
諸
臣
補
苴
匡
救
、
是
以
朝
綱

紊
亂
、
而
不
底
於
危
亡
。
假
使
承
孝
宗
之
遺
澤
、
制
節
謹
度
、
有
中
主
之

操
、
則
國
泰
而
名
完
、
豈
至
重
後
人
之
訾
議
哉
。

明
は
正
統
以
降
国
力
が
弱
ま
っ
た
。
武
宗
は
自
身
の
手
で
劉
瑾
を
排
除

し
、
自
ら
辺
境
防
衛
に
あ
た
り
、
奮
起
し
て
武
功
に
よ
り
力
を
示
そ
う
と

し
た
。
し
か
し
快
楽
に
ふ
け
っ
て
遊
び
に
お
ぼ
れ
、
小
人
ど
も
を
寵
愛
し
、

自
ら
を
将
軍
に
任
命
す
る
に
至
っ
て
、
上
下
の
区
別
が
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
幸
い
人
事
権
は
自
身
が
保
持
し
続
け
、
政
務
に
預
か
る
臣

下
た
ち
が
輔
佐
し
正
し
た
の
で
、
朝
廷
の
紀
綱
は
乱
れ
た
も
の
の
、
滅
亡

の
危
機
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
孝
宗
の
遺
産
を
受
け
継
ぎ
、

節
制
謹
慎
の
態
度
を
と
っ
て
、
中
程
度
の
君
主
な
み
の
身
の
処
し
方
を
保

持
し
て
い
れ
ば
、
国
も
安
泰
で
名
声
も
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
後
世

の
人
か
ら
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
、
武
人
や
役
者
を
重
ん
じ
て
政
治
を
混
乱
さ
せ
た
と
い
う
評
価

が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
官
か
ら
軽
視
さ
れ
て
い
た
武
人
や
、
社
会
的

差
別
を
受
け
て
い
た
役
者
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
武
宗
は
彼
ら
を
優
遇
し
、
皇
帝

が
宮
中
に
籠
も
っ
て
出
て
こ
な
い
明
代
中
期
以
降
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
自

ら
外
に
出
て
、
武
人
た
ち
と
と
も
に
行
動
す
る
理
想
的
な
皇
帝
だ
っ
た
は
ず
で
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あ
る
。

実
際
、
演
劇
・
藝
能
に
お
け
る
武
宗
の
姿
は
、
史
書
と
は
全
く
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
蒲
松
齡
の
『
聊
齋
俚
曲
集
』
「
増
補
幸
雲
曲
」
を
見
よ
う
。
こ

の
作
品
の
成
立
過
程
は
不
明
だ
が
、
「
増
補
」
と
題
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

お
そ
ら
く
民
間
の
藝
能
に
基
づ
い
て
蒲
松
齡
が
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
作
品
に
お
け
る
武
宗
は
「
上
殿
嬾
整
君
王
事
、
諸
般
技
藝
都
學
全
、
萬

里
江
山
他
不
戀
（
朝
廷
に
出
て
も
君
王
の
仕
事
を
す
る
気
に
な
れ
ぬ
が
、
あ
ら

ゆ
る
藝
を
す
べ
て
身
に
つ
け
、
天
下
を
治
め
る
地
位
な
ど
に
は
執
着
せ
ぬ
）
」

と
あ
る
よ
う
に
、
政
治
に
は
関
心
が
な
い
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る
技
能
を
身
に
つ

け
た
超
人
的
能
力
の
持
ち
主
で
あ
る
。
宮
中
を
飛
び
出
し
た
武
宗
は
、
途
中
で

庶
民
の
た
め
に
人
助
け
を
し
な
が
ら
大
同
に
着
き
、
妓
楼
で
野
暮
な
男
の
ふ
り

を
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
藝
を
身
に
つ
け
た
能
力
を
発
揮
し
て
、
兵
部
尚
書
の
息

子
で
あ
る
こ
と
を
か
さ
に
着
て
色
男
ぶ
り
を
ひ
け
ら
か
す
王
龍
を
打
ち
負
か
す

と
い
う
物
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
武
宗
は
、
貴
人
が
民
間
人
に
変
装
し

て
各
地
を
回
り
、
庶
民
と
親
し
ん
で
、
悪
い
権
力
者
を
こ
ら
し
め
る
と
い
う
、

日
本
に
も
類
例
の
多
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
も
う
一
例
、
上
演
頻
度
の
高
い
人
気
演
目
で
あ
る
京
劇
「
梅
龍
鎭
（
遊

龍
戯
鳳
）
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
武
宗
が
大
同
で
旅
館
の
娘
李
鳳
姐
を

誘
惑
す
る
芝
居
と
し
て
、
か
つ
て
は
上
演
禁
止
演
目
で
あ
っ
た
。
し
か
し
よ
く

見
る
と
、
武
宗
は
否
定
的
に
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
二
人
の
関
係
は
真
面
目
な
も

の
で
あ
る
。
こ
の
芝
居
は
二
人
が
関
係
を
結
ぶ
と
こ
ろ
で
終
わ
る
が
、
後
の
展

開
は
、
武
宗
が
李
鳳
姐
を
妃
に
し
よ
う
と
す
る
が
、
居
庸
関
で
四
天
王
を
見
て

お
び
え
た
鳳
姐
が
病
に
倒
れ
、
折
し
も
寧
王
の
反
乱
が
勃
発
し
た
た
め
、
武
宗

は
心
を
残
し
つ
つ
出
征
し
、
死
ん
だ
鳳
姐
が
武
宗
の
夢
枕
に
立
つ
と
い
う
恋
愛

物
語
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
劇
中
に
軍
人
が
悪
い
待
遇
を
受
け
て
い
る
こ
と

へ
の
同
情
の
言
葉
が
あ
る
。

こ
う
し
た
武
宗
伝
説
の
成
立
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
明
の
遺
民
だ
っ
た

杜
濬
（
一
六
一
一
～
一
六
八
七
）
に
「
聽
韓
生
説
武
宗
平
話
」
と
い
う
詩
（
『
變

雅
堂
詩
集
』
巻
九
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
明
末
清
初
に
は

武
宗
は
藝
能
の
題
材
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

藝
能
の
世
界
で
は
、
武
宗
は
政
治
に
関
心
こ
そ
な
い
も
の
の
、
庶
民
と
気

軽
に
交
わ
る
超
人
的
能
力
を
持
っ
た
風
流
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
藝
能
の
世

界
と
歴
史
書
は
、
異
な
る
価
値
基
準
を
持
つ
の
で
あ
る
。

二
、
藝
能
と
武
官
・
武
人

古
来
藝
能
は
軍
隊
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
。

（
一
）

南
宋
に
お
け
る
最
も
主
た
る
藝
能
の
場
で
あ
っ
た
臨
安
の
瓦
舎
は
、
殿
前
都

指
揮
使
楊
存
中
が
配
下
の
西
北
出
身
軍
士
の
娯
楽
の
場
と
し
て
設
置
し
た
も
の

で
あ
り
、
殿
前
司
が
管
轄
し
て
い
た
。
そ
し
て
南
宋
・
元
に
お
け
る
商
業
出
版

（
二
）

の
中
心
で
あ
っ
た
建
陽
の
書
坊
は
、
「
平
話
」
な
ど
の
素
材
を
臨
安
の
瓦
舎
か

ら
得
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
明
代
前
半
は
不
景
気
の
た
め
出
版
は
不
活
発
で

あ
り
、
建
陽
の
み
で
商
業
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

（
三
）

白
話
文
学
は
藝
能
と
元
来
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
建
陽
で
成
長
し
た
。
つ
ま

り
白
話
文
学
は
、
本
質
的
に
武
人
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

元
代
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
・
色
目
人
や
漢
人
武
人
が
権
力
を
持
ち
、
白
話
に
よ

る
文
書
行
政
の
実
施
と
あ
わ
せ
て
、
お
そ
ら
く
彼
ら
を
主
た
る
対
象
に
白
話
文

学
作
品
が
刊
行
さ
れ
る
。
武
人
・
武
官
は
白
話
文
学
作
品
刊
行
に
お
い
て
当
初

（
四
）
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か
ら
想
定
さ
れ
て
い
た
主
た
る
読
者
で
あ
り
、
明
代
に
は
『
水
滸
傳
』
郭
武
定

本
の
刊
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
刊
行
者
・
制
作
者
に
も
な
る
。

武
人
が
白
話
文
学
も
し
く
は
藝
能
の
創
作
者
と
な
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示

す
事
例
と
し
て
は
、
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
五
十
四
「
雜
史
類
存
目
三
」

の
『
平
播
始
末
』
の
提
要
に
見
え
る
次
の
事
例
が
あ
る
。

（
五
）

萬
暦
間
、
播
州
宣
慰
使
楊
應
龍
叛
。
子
章
方
巡
撫
貴
州
、
被
命
與
李
化

龍
同
討
平
之
。
化
龍
有
『
平
播
全
書
』
、
備
録
前
後
進
勦
機
宜
。
子
章
亦

嘗
有
『
黔
記
』
、
頗
載
其
事
。
晩
年
退
休
家
居
、
聞
一
二
武
弁
造
作
平
話
、

左
袒
化
龍
、
飾
張
功
績
、
多
乖
事
實
。
乃
倣
紀
事
本
末
之
例
、
以
諸
奏
疏

稍
加
詮
次
、
復
爲
此
書
、
以
辨
其
誣
。

萬
暦
年
間
に
播
州
宣
慰
使
楊
應
龍
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。
郭
子
章
は
そ

の
と
き
ち
ょ
う
ど
貴
州
巡
撫
で
、
命
を
受
け
て
李
化
龍
と
と
も
に
こ
れ
を

平
定
し
た
。
化
龍
は
『
平
播
全
書
』
を
著
し
て
、
前
後
の
平
定
の
状
況
を

詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
子
章
も
こ
れ
以
前
に
『
黔
記
』
を
著
し
て
、
そ

の
こ
と
を
か
な
り
詳
し
く
記
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
晩
年
引
退
し
て
故
郷

で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
一
、
二
の
武
官
が
「
平
話
」
を
こ
し
ら
え
て
、
化

龍
に
肩
入
れ
し
、
そ
の
功
績
を
誇
張
し
て
い
て
、
事
実
と
異
な
る
点
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
紀
事
本
末
の
ス
タ
イ
ル
に
な
ら
っ
て
、
上
奏
文
な
ど

に
多
少
順
序
づ
け
を
し
、
改
め
て
こ
の
書
を
作
っ
て
、
欺
瞞
を
暴
い
た
の

で
あ
る
。

郭
子
章
（
一
五
四
二
～
一
六
一
八
）
は
、
隆
慶
四
年
（
一
五
七
〇
）
の
進
士
。

名
判
官
と
し
て
『
郭
青
螺
六
省
聽
訟
録
新
民
公
案
』
の
主
人
公
と
な
り
、
ま
た

『
劍
記
』
『
馬
記
』
の
よ
う
な
編
集
物
を
含
む
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
た
人
物

で
あ
り
、
自
身
出
版
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
平
話
」
が
藝
能
で
あ
る
か
、
小
説
で
あ
る
か
は
確
定
し
が
た

い
が
、
状
況
か
ら
見
て
小
説
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
そ
う
に
思
わ
れ
る
（
現

存
す
る
『
征
播
奏
捷
傳
通
俗
演
義
』
を
指
す
と
す
る
見
解
も
あ
る
）
。
こ
れ
は
、

「
武
弁
」
、
つ
ま
り
武
官
が
政
治
的
宣
伝
の
意
図
を
持
っ
て
小
説
を
創
作
し
た

事
例
と
な
る
。

ま
た
、
『
楊
家
府
世
代
忠
勇
通
俗
演
義
傳
』
第
八
巻
。

若
以
理
論
、
非
臣
等
負
朝
廷
、
乃
朝
廷
負
臣
家
也
。･･

･
･
･
･

聖
主
不
明
、

詞
章
之
臣
密
邇
親
信
、
枕
戈
之
士
遼
隔
情
疎
、
不
得
自
達
。
讒
言
一
入
、

臣
等
性
命
須
臾
懸
于
刀
頭
。
此
時
聖
主
未
嘗
少
思
臣
等
交
兵
争
闘
之
苦
而

加
矜
䘏
。

理
を
申
し
ま
す
な
ら
、
私
た
ち
が
朝
廷
に
背
い
た
の
で
は
な
く
、
実
は

朝
廷
が
私
の
家
に
背
い
た
の
で
す
。
…
…
陛
下
は
ご
聡
明
と
は
い
え
ず
、

文
官
は
身
近
に
あ
っ
て
信
頼
さ
れ
て
お
り
、
武
人
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
て

親
し
み
も
な
く
、
自
分
の
立
場
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
と
た

び
讒
言
が
入
る
と
、
私
ど
も
の
命
は
あ
っ
と
い
う
間
に
刀
の
先
に
掛
け
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
時
陛
下
は
わ
ず
か
な
り
と
も
私
ど
も
が
戦
っ

た
苦
し
み
を
考
え
て
憐
れ
み
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
井
口
千
雪
氏
の
発
表
で
引
く
郭
勛
の
言
葉
と

ほ
と
ん
ど
同
内
容
と
い
っ
て
よ
い
。
『
楊
家
府
世
代
忠
勇
通
俗
演
義
傳
』
も
武

人
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て

『
水
滸
傳
』
第
七
回
か
ら
第
十
回
に
お
い
て
語
ら
れ
る
林
冲
物
語
は
、
本
来
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「
小
張
飛
」
だ
っ
た
は
ず
の
林
冲
の
性
格
と
合
致
せ
ず
、
内
容
的
に
も
他
と
異

な
る
悲
劇
性
を
持
ち
、
文
体
な
ど
も
他
の
部
分
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
発
表
者
は
李
開
先
の
作
と
さ
れ
る
戯
曲
『
寶
劍
記
』
の
原
型
の

成
立
年
代
が
、
序
に
言
う
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
よ
り
大
幅
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
を
示
し
、
戯
曲
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
設
定
が
『
水
滸
傳
』
に

持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
稿
本
の
段
階
で
存
在
し
た

（
六
）

の
み
で
あ
る
『
寶
劍
記
』
原
型
が
な
ぜ
『
水
滸
傳
』
に
影
響
し
う
る
の
か
と
い

う
点
で
大
き
な
問
題
が
残
っ
て
い
た
。

井
口
千
雪
氏
の
研
究
に
よ
り
、
李
開
先
は
郭
勛
と
同
時
に
失
脚
し
て
官
界
を

去
っ
て
い
る
こ
と
、
と
も
に
霍
韜
ら
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
郭
勛
の
政
敵
夏

言
と
激
し
く
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
李
開
先
は
失
脚
前
、

官
界
に
あ
っ
た
時
期
の
作
品
を
一
切
残
し
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
こ
と
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
李
開
先
、
も
し
く
は
彼
の
周
辺
に
あ
っ
た
人
物
が
郭
武

定
本
『
水
滸
傳
』
の
成
立
に
関
与
し
た
と
す
れ
ば
、『
寶
劍
記
』
が
『
水
滸
傳
』

に
影
響
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
は
解
消
す
る
。
李
開
先
、
も
し
く
は
そ
の
関
係
者

が
『
水
滸
傳
』
成
立
に
関
係
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

李
開
先
『
詞
謔
』
の
次
の
記
述
は
、
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
士
大
夫
の
『
水
滸

傳
』
受
容
を
示
す
事
例
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
七
）

崔
後
渠
・
熊
南
沙
・
唐
荊
川
・
王
遵
巌
・
陳
後
岡
謂
、
水
滸
傳
委
曲
詳

盡
、
血
脈
貫
通
、
史
記
而
下
便
是
此
書
。

崔
銑
・
熊
過
・
唐
順
之
・
王
愼
中
・
陳
束
は
言
っ
て
い
た
。『
水
滸
傳
』

は
委
曲
が
尽
く
さ
れ
、
一
本
筋
が
通
っ
て
い
て
、
『
史
記
』
以
後
で
は
こ

の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
崔
銑
（
一
五
七
八
～
一
五
四
一
）
・
熊
過
（
一
五

〇
六
～
一
五
八
〇
）
・
唐
順
之
（
一
五
〇
七
～
一
五
六
〇
）
・
王
愼
中
（
一
五

〇
九
～
一
五
五
九
）
・
陳
束
（
一
五
〇
八
～
一
五
四
〇
）
の
う
ち
、
崔
銑
以
外

の
四
人
は
、
李
開
先
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
八
子
に
数
え
ら
れ
る
唐
宋
派
の

主
要
人
物
で
あ
り
、
し
か
も
李
開
先
・
熊
過
・
唐
順
之
・
陳
束
は
み
な
嘉
靖
八

年
（
一
五
二
九
）
進
士
。
崔
銑
も
李
開
先
と
は
ご
く
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

彼
ら
が
『
水
滸
傳
』
を
読
ん
だ
の
は
、
陳
束
の
没
年
か
ら
考
え
て
、
嘉
靖
十
九

年
（
一
五
四
〇
）
以
前
だ
っ
た
は
ず
。
刊
本
が
大
量
に
出
回
っ
て
い
た
と
は
考

え
に
く
い
当
時
、
彼
ら
は
ど
こ
か
ら
『
水
滸
傳
』
を
入
手
し
た
の
か
。

嘉
靖
年
間
に
お
け
る
『
水
滸
傳
』
の
蔵
書
記
録
は
次
の
二
種
で
あ
る
。

（
八
）

晁
瑮
（
一
五
〇
四
～
一
五
六
〇
。
嘉
靖
二
十
年
〔
一
五
四
一
〕
進
士
）
『
寶

文
堂
書
目
』

水
滸
傳

武
定
板

高
儒
『
百
川
書
志
』

忠
義
水
滸
傳
一
百
巻

錢
塘
施
耐
菴
的
本

羅
貫
中
編
次
…
…

晁
瑮
が
所
有
し
て
い
た
の
は
郭
武
定
本
で
あ
っ
た
。
で
は
高
儒
が
持
っ
て
い

た
の
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
か
。

高
儒
と
は
何
者
で
あ
っ
た
の
か
。

（
九
）

高
儒
の
父
高
榮
の
墓
誌
銘
「
…
…
軍
錦
衣
衛
指
揮
使
高
公
配
淑
人
左
氏
合
葬

墓
誌
銘
」
に
は
「
公
諱
榮
、
字
邦
慶
、
別
號
蘭
坡
、
爲
順
天
涿
州
人
。
譜
牒

（
一
〇
）

散
失
、
先
世
莫
徴
（
公
は
諱
は
榮
、
字
は
邦
慶
、
別
号
は
蘭
坡
、
順
天
涿
州
の

人
で
あ
る
。
家
譜
が
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
先
祖
に
つ
い
て
は
知
る

術
が
な
い
）
」
と
あ
り
、
特
別
な
家
の
出
身
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
正
德
初
、

諸
父
諱
鳳
者
官
司
禮
監
見
寵
（
こ
の
後
缺
文
）
」
と
あ
り
、
缺
文
の
後
に
「
中

書
舍
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
宦
官
高
鳳
の
甥
と
し
て
官
職
を
得
た
も

の
と
思
わ
れ
、
後
に
錦
衣
衛
指
揮
に
な
っ
た
と
あ
る
。
高
儒
は
そ
の
長
男
で
「
本

衛
（
錦
衣
衛
）
中
所
副
千
戸
」
で
あ
っ
た
。
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ま
た
、
高
儒
の
伯
父
高
得
林
の
墓
誌
銘
「
明
故
昭
勇
將
軍
錦
衣
衛
指
揮
使
高

君
墓
誌
銘
」
に
は
、
や
は
り
高
鳳
の
甥
と
し
て
立
身
し
、
錦
衣
衛
の
長
官
に
な

っ
た
こ
と
、
王
越(

文
官
で
あ
り
な
が
ら

軍
功
を
あ
げ
て
威
寧
伯
に
な
っ
た

人
物
。
宦
官
と
の
関
係
で
批
判
さ
れ
た
）
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
『
明
史
』
巻
一
百
八
十
八
「
劉
浚
傳
」
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。先

是
、
兵
科
都
給
事
中
艾
洪
劾
中
官
高
鳳
姪
得
林
營
掌
錦
衣
衛
。

こ
れ
よ
り
前
、
兵
科
都
給
事
中
艾
洪
は
、
宦
官
高
鳳
の
甥
得
林
が
錦
衣

衛
の
長
と
な
っ
た
こ
と
を
弾
劾
し
た
（
「
營
」
は
「
管
」
の
誤
り
か
。
『
明

實
録
』
正
德
元
年
十
月
癸
丑
に
は
弾
劾
の
対
象
が
「
命
管
錦
衣
衛
事
」
と

あ
る
）
。

ま
た
高
鳳
に
つ
い
て
は
、
『
明
史
』
巻
一
百
八
十
一
「
劉
健
傳
」
に
次
の
よ

う
に
見
え
る
。

劉
瑾
者
、
東
宮
舊
豎
也
。
與
馬
永
成
・
谷
大
用
・
魏
彬
・
張
永
・
丘
聚

・
高
鳳
・
羅
祥
等
八
人
俱
用
事
、
時
謂
之
「
八
黨
」
、
日
導
帝
遊
戲
、
詔

條
率
沮
格
不
舉
。

劉
瑾
は
、
武
宗
が
太
子
で
あ
っ
た
時
か
ら
仕
え
て
い
る
宦
官
で
あ
る
。

馬
永
成
・
谷
大
用
・
魏
彬
・
張
永
・
丘
聚
・
高
鳳
・
羅
祥
と
あ
わ
せ
て
八

人
で
権
力
を
握
り
、
当
時
「
八
党
」
と
呼
ば
れ
た
。
毎
日
帝
を
遊
び
に
誘

い
、
臣
下
を
勤
務
評
定
せ
よ
と
い
う
命
令
も
す
べ
て
止
め
て
し
ま
っ
て
実

行
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
高
儒
の
父
と
伯
父
は
、
権
力
を
握
っ
た
宦
官
の
甥
と
し
て
錦
衣
衛
高

官
の
地
位
に
昇
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
高
得
林
の
墓
誌
銘
の
篆
額
を
書

い
て
い
る
の
は
「
武
定
侯
鳳
陽
郭
勛
」
そ
の
人
で
あ
る
。

井
口
千
雪
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
百
川
書
志
』
に
は
他
に
も
郭
勛
が
刊

（
一
一
）

行
し
た
書
籍
が
多
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
『
水
滸
傳
』
も

郭
武
定
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
郭
勛
は
、
関
係
者
に
『
水
滸
傳
』

を
配
っ
て
い
た
ら
し
い
。
李
開
先
の
仲
間
が
皆
『
水
滸
傳
』
を
愛
読
し
て
い
た

と
い
う
事
実
は
、
彼
ら
が
郭
武
定
本
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
が
李
開
先
か
ら
出
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
李
開
先
が
『
水
滸

傳
』
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
ま
る
。

郭
勛
の
刊
行
目
的
は
、
井
口
千
雪
氏
の
発
表
の
通
り
、
武
官
の
地
位
向
上
を

狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

初
期
の
『
水
滸
傳
』
読
者
の
う
ち
、
唐
順
之
は
倭
寇
討
伐
な
ど
に
従
事
し
、

武
官
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
李
開
先
も
軍
隊
と
関
わ
っ
た
経
歴
が
か

な
り
あ
る
。
こ
の
頃
は
中
砂
明
徳
氏
が
い
う
「
文
武
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
」
が

発
生
し
た
時
期
で
あ
る
。
文
官
で
あ
り
な
が
ら
、
直
接
戦
闘
に
従
事
し
て
軍

（
一
二
）

功
を
上
げ
、
文
官
は
得
ら
れ
な
い
は
ず
の
爵
位
を
受
け
た
王
越
と
王
守
仁
は
そ

の
端
的
な
事
例
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
武
人
と
深
く
関
わ
る
文
官
と
、
恩
蔭
に
よ
る
武
人
な
ら
ざ

る
武
官
が
出
現
し
て
い
た
。

四
、
『
金
瓶
梅
』
に
つ
い
て

『
金
瓶
梅
』
に
関
わ
る
最
も
大
き
な
問
題
は
、
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
、

な
ぜ
『
水
滸
傳
』
に
依
拠
し
て
、
い
わ
ば
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
も
い
う
べ
き

体
裁
を
取
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

主
人
公
西
門
慶
は
、
『
水
滸
傳
』
で
生
薬
屋
の
状
態
で
殺
さ
れ
る
の
と
は
異

な
り
、
蔡
京
に
貢
い
だ
結
果
、
武
官
に
な
る
。
彼
の
肩
書
き
は
「
金
吾
衛
衣
左
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所
副
千
戸
、
山
東
等
處
提
刑
所
理
刑
」
と
い
う
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
も
の
だ

が
、
彼
が
錦
衣
衛
高
官
で
あ
る
こ
と
は
随
処
で
示
さ
れ
て
お
り
、
山
東
清
河
を

舞
台
と
す
る
と
い
い
つ
つ
、
実
際
に
は
北
京
の
状
況
を
描
い
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
武
官
と
宦
官
や
一
部
の
文
官
が
結
託
し
て
、

（
一
三
）

権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
様
が
、
非
常
に
リ
ア
ル
に
描
写
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

詞
話
本
第
七
十
回
か
ら
登
場
す
る
高
級
武
官
何
千
戸
（
名
は
永
壽
）
は
「
何
太

監
的
姪
兒
」
、
つ
ま
り
、
ま
さ
に
高
儒
一
家
と
同
じ
身
の
上
で
あ
る
。
李
瓶
兒

の
前
夫
花
子
虚
も
花
太
監
の
姪
兒
で
あ
る
。

『
金
瓶
梅
』
の
内
容
は
、
武
官
の
悪
行
を
赤
裸
々
に
暴
露
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
荒
木
猛
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
金
瓶
梅
』
に
は
正
德
・
嘉
靖
期

に
実
在
し
た
人
物
と
同
名
の
人
物
が
多
数
登
場
す
る
。
荒
木
氏
は
、
嘉
靖
二

（
一
四
）

十
六
年
（
一
五
四
七
）
の
進
士
で
あ
る
狄
斯
彬
・
凌
雲
翼
・
曹
禾
（
こ
の
年
の

進
士
に
は
王
世
貞
・
張
居
正
・
汪
道
昆
が
い
る
）
の
ほ
か
、
多
数
の
名
を
あ
げ

る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
こ
の
時
期
の
実
在
人
物
と
同
名
の
例
は
多
い
（
進
士
の

み
で
二
十
名
ほ
ど
）
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
事
例
で
あ
る
。

西
門
慶
の
正
妻
呉
月
娘
の
兄
呉
千
戸
は
本
名
を
呉
鎧
と
い
う
（
詞
話
本
第
六

十
四
回
）
。
同
名
の
人
物
が
当
時
実
在
し
（
正
德
九
年
進
士
）
、
し
か
も
出
身

地
は
山
東
陽
穀
、
つ
ま
り
『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
武
松
と
西
門
慶
・
潘
金
蓮
の

物
語
の
舞
台
で
あ
る
。
中
国
に
同
姓
同
名
は
多
い
が
、
こ
れ
は
偶
然
と
は
考
え

に
く
い
。
当
時
の
人
物
を
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
で
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
何

ら
か
の
効
果
を
期
待
し
た
の
で
は
な
い
か
。

武
人
の
立
場
を
主
張
し
て
文
官
を
批
判
す
る
『
水
滸
傳
』
に
対
し
、
『
金
瓶

梅
』
は
武
官
・
宦
官
・
一
部
の
文
官
（
こ
れ
が
明
代
に
お
け
る
多
く
の
大
規
模

軍
事
行
動
に
お
い
て
司
令
部
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
）
が
結
託
し
て

不
正
を
働
く
様
を
暴
露
的
に
描
く
。
現
実
世
界
に
お
い
て
、
『
寶
劍
記
』
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
創
作
に
関
与
し
た
劉
澄
甫
は
、
軍
事
行
動
に
あ
た
り
、
宦
官
張
忠
と

高
級
武
官
劉
暉
の
た
め
に
、
紀
功
御
史
と
し
て
功
績
を
で
っ
ち
あ
げ
て
山
西
右

参
議
の
地
位
に
就
き
、
間
も
な
く
弾
劾
さ
れ
て
免
職
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

彼
は
内
閣
大
学
士
劉
珝
の
孫
で
、
そ
の
家
は
山
東
の
大
族
で
あ
っ
た
。

『
金
瓶
梅
』
は
『
水
滸
傳
』
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
ア
タ
ッ
ク
と
し
て
作
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
。

五
、
『
金
瓶
梅
』
『
元
曲
選
』
と
武
官

刊
行
以
前
に
『
金
瓶
梅
』
テ
キ
ス
ト
を
所
有
し
て
い
た
人
物
の
一
人
は
湖
廣

麻
城
の
劉
承
禧
で
あ
っ
た
。
彼
は
錦
衣
衛
指
揮
で
あ
り
、
父
の
劉
守
有
は
、

（
一
五
）

嘉
靖
年
間
に
辺
境
で
功
を
あ
げ
た
祖
父
劉
天
和
の
恩
蔭
で
錦
衣
衛
の
地
位
を
得

た
（
文
臣
の
子
孫
で
武
官
の
地
位
を
受
け
た
初
期
の
例
と
い
わ
れ
る
）
。
更
に
、

（
一
六
）

劉
承
禧
は
明
の
宮
廷
演
劇
の
テ
キ
ス
ト
（
い
わ
ゆ
る
内
府
本
）
を
多
数
所
有
し

て
お
り
、
臧
懋
循
は
彼
か
ら
借
覧
し
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
『
元
曲
選
』

を
編
纂
し
た
。

つ
ま
り
、
や
は
り
錦
衣
衛
高
官
だ
っ
た
『
百
川
書
志
』
の
高
儒
同
様
、
劉
承

禧
も
白
話
文
学
の
テ
キ
ス
ト
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
た
。
武
官
と
白
話
文
学
の

関
係
の
密
接
さ
、
そ
し
て
そ
の
流
布
に
当
た
っ
て
彼
ら
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
看
て
取
れ
る
。
更
に
、
劉
守
有
は
萬
暦
十
一
年
（
一

五
八
三
）
の
武
進
士
で
あ
り
、
同
年
の
文
進
士
で
あ
る
湯
顯
祖
と
は
親
し
い
交

流
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
麻
城
に
居
住
し
て
い
た
李
卓
吾
と
も
関
係
が
あ
り
、
劉

承
禧
は
袁
宏
道
と
関
わ
り
を
持
ち
、
ま
た
嘉
靖
末
期
の
大
政
治
家
徐
階
の
娘
婿

で
あ
っ
た
。
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つ
ま
り
、
高
級
武
官
は
高
級
知
識
人
た
ち
と
も
密
接
な
交
流
を
持
ち
、
相
互

に
影
響
し
合
っ
て
い
た
。

ま
た
、
明
末
清
初
の
大
劇
作
家
李
玉
の
戯
曲
『
兩
須
眉
』
に
は
、
劉
承
禧
の

従
弟
と
お
ぼ
し
き
劉
僑
（
劇
中
で
は
劉
喬
）
が
、
史
実
と
は
全
く
異
な
る
高
潔

な
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
更
に
李
玉
の
代
表
作
『
一
捧
雪
』
の
主
人
公
莫
懐

古
・
莫
昊
父
子
は
王
忬
・
王
世
貞
父
子
を
モ
デ
ル
と
し
、
厳
嵩
・
嚴
世
番
父
子

を
敵
役
に
据
え
る
が
、
武
将
戚
繼
光
と
錦
衣
衛
長
官
陸
炳
（
『
明
史
』
で
は
「
佞

倖
傳
」
に
収
め
ら
れ
る
）
は
正
義
の
人
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
白

話
文
学
の
世
界
で
は
、
武
官
は
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が

分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
不
特
定
多
数
を
対
象
と
す
る
近
代
的
な
文
学
が
生
ま
れ
る

に
あ
た
り
、
武
官
・
武
人
は
、
読
者
と
し
て
、
更
に
は
制
作
者
・
刊
行
者
と
し

て
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
近
い
立
場
に
あ
る
知

識
人
と
と
も
に
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
価
値
基
準
に
基
づ
く
、
異
な
っ
た
性
格

の
文
学
作
品
を
生
み
出
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
新
し
い
媒
体
を
通
し
て
自

ら
の
立
場
を
主
張
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
文
学
作
品
の
題
材
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
々
が
描
か
れ
、
新
し
い
読
者
が
そ

の
読
み
手
と
し
て
出
現
す
る
。
こ
の
視
点
か
ら
文
学
史
を
見
直
す
時
、
新
た
な

地
平
が
開
け
る
は
ず
で
あ
る
。

《

注

》

（
一
）
金
文
京
「
「
戲
」
考
―
中
国
に
お
け
る
藝
能
と
軍
隊
」
（
『
未
名
』
８
〔
一
九
九
一

年
八
月
〕
）
。

（
二
）
小
松
謙
「
武
人
の
た
め
の
文
学
―
楊
家
将
物
語
考
」
（
『
阿
頼
耶
順
宏
・
伊
原
澤

周
両
先
生
退
休
記
念
論
集

ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』〔
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
〕
。

後
に
『
中
国
歴
史
小
説
研
究
』
第
六
章
）
。

（
三
）
井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史
』
（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
）
第
二
章
「
明
代
前
半
期

の
出
版
と
学
術
」
六
五
～
六
七
頁
。

（
四
）
小
松
『
中
国
白
話
文
學
研
究
―
演
劇
と
小
説
の
関
わ
り
か
ら
』
（
汲
古
書
院
、
二

〇
一
六
）
第
一
章

「
元
代
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
」
。

（
五
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
浦
智
子
「
時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の

成
立
と
そ
の
背
景
―
も
う
一
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
紀
要
』.

第
２
分
冊

五
十
三

（
二
〇
〇
八
年
二
月
）
で
言
及
さ
れ
て

い
る
。

（
六
）
小
松
「
『
寶
劍
記
』
と
『
水
滸
傳
』
―
林
冲
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
京
都
府

立
大
学
学
術
報
告
人
文
』
第
六
十
二
号
〔
二
〇
一
〇
年
一
二
月
〕
。
後
に
『
中
国
白

話
文
学
研
究
―
演
劇
と
小
説
の
関
わ
り
か
ら
―
』
第
六
章
）
。

（
七
）
以
下
、｢

詞
謔
』
の
記
事
に
見
え
る
名
前
と
高
儒
の
素
性
に
つ
い
て
は
、
井
口
千

雪
「
武
定
侯
郭
勛
の
人
脈
―
そ
の
文
学
活
動
を
支
え
た
も
の
―
（
後
篇
）
」
（
『
和
漢

語
文
研
究
』
第
十
六
号
〔
二
〇
一
八
年
十
一
月
〕
）
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
八
）
こ
の
二
種
に
つ
い
て
は
井
口
千
雪
『
三
國
志
演
義
成
立
史
の
研
究
』
二
九
～
三

二
頁
参
照
。

（
九
）
高
儒
の
素
性
に
つ
い
て
も
、
井
口
（
七
）
所
引
論
文
で
詳
し
く
論
じ
て
お
り
、

こ
の
記
述
は
同
論
文
の
内
容
に
基
づ
く
。

（
一
〇

）
『
新
中
国
出
土
墓
誌

北
京
〔
壹
〕
』
（
中
国
文
物
研
究
所
編
、
文
物
出
版
社
、
二

〇
〇
三
）
。

（
一
一

）
井
口
前
掲
書
二
九
・
三
七
・
五
一
頁
。

（
一
二

）
中
砂
明
徳
『
江
南

中
国
文
雅
の
源
流
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
二
）

第
四
章
「
北
虜
南
倭
」
「
文
武
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
」
。

（
一
三

）
荒
木
猛
「
「
金
瓶
梅
」
に
お
け
る
諷
刺

―
西
門
慶
の
官
職
か
ら
見
た

―
」（
『
函

館
大
学
論
究
』
第
十
八
輯
〔
一
九
八
五
年
五
月
〕
、
後
に
『
金
瓶
梅
研
究
』
〔
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
九
〕
第
三
部
第
四
章
）
、
小
松
「
『
金
瓶
梅
』
成
立
と
流
布
の
背
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景
」（
『
和
漢
語
文
研
究
』
創
刊
号
〔
二
〇
〇
三
年
十
一
月
〕
、
後
に
『
「
四
大
奇
書
」

の
研
究
』
〔
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
〕
第
四
部
第
二
章
）
。

（
一
四

）
荒
木
猛
「
「
金
瓶
梅
に
描
か
れ
た
役
人
世
界
と
そ
の
時
代
」
（
『
活
水
日
文
』
第
二

十
二
号
〔
一
九
九
一
年
三
月
〕
、
後
に
『
金
瓶
梅
研
究
』
第
三
部
第
三
章
）
。

（
一
五

）
沈
徳
符
『
萬
暦
野
獲
編
』
巻
二
十
五
「
金
瓶
梅
」
。
以
下
の
記
述
に
つ
い
て
は
、

小
松
「
『
金
瓶
梅
』
成
立
と
流
布
の
背
景
」
参
照
。

（
一
六

）
『
明
史
』
巻
九
十
五
「
刑
法
志
三
」
。


